
に
立
っ
て
、
持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域
社

会
を
創
る
た
め
、
令
和

年
度
を
初
年
度
と

3

す
る
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
市
民
の
提
言
を

次
期
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

月
7

日
か
ら

月

日
ま
で
の
日
程
で
市
内
各

16

8

24

地
区
に
市
長
は
じ
め
各
部
長
が
出
向
き
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。

末
崎
地
区
に
お
け
る
市
政
懇
談
会
で
は
、

は
じ
め
に
戸
田
市
長
が
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
内
容
（
要
点
）
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

将
来
の
大
船
渡
市
を
考
え
る
と
、
テ
ー
マ
は

二
つ
。
一
つ
は
震
災
か
ら
の
復
興
の
「
総
仕

上
げ
」
と
整
備
後
の
モ
ノ
・
コ
ト
の
「
活
用
」。

二
つ
目
は
人
口
減
少
の
「
歯
止
め
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
」
す
る
。

１

震
災
か
ら
の
復
興
の
「総
仕
上
げ
」と
整
備

後
の
モ
ノ
・コ
ト
の
「活
用
」

大
震
災
か
ら

年
。
取
組
と
成
果
、
課
題

9

を
あ
げ
る
と
、
事
業
数
で
約

％
が
完
了
、

87

ま
た
は
目
的
達
成
。
金
額
的
に
は
約

％
95

ま
で
進
捗
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て

・
完
成
に
至
っ
て
い
な
い
事
業
の
迅
速
か
つ

丁
寧
な
仕
上
げ
。

・
復
興
に
よ
り
整
備
・
構
築
さ
れ
た
モ
ノ

・
コ
ト
の
積
極
的
な
活
用
。

今
後
の
具
体
的
な
課
題
と
し
て

①
市
中
心
部
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

②
市
中
心
部
以
外
の
被
災
跡
地
の
利

活
用

③
被
災
者
の
心
の
復
興
等
へ
の
支
援

②
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

・
復
興
需
要
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
が
、
市

内
経
済
は
震
災
前
に
比
べ
高
い
水
準
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
経

済
は
下
振
れ
の
見
通
し
。

・
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
前
の
状
況
に
回
復
さ
せ
て
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
、

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

◎
末
崎
町
民
か
ら
の
要
望
・提
言

１
碁
石
浜
の
砂
利
が
波
に
よ
っ
て
持
っ

て
い
か
れ
る
の
で
、
沖
合
に
波
よ
け

ブ
ロ
ッ
ク
等
投
入
す
る
な
ど
対
応
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
。

２
碁
石
浜
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、

ど
う
処
理
す
れ
ば
よ
い
か
。

３
観
光
客
か
ら
ト
イ
レ
が
な
い
か
と

聞
か
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
ト
イ

レ
が
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い
。
碁

石
浜
の
近
く
に
ト
イ
レ
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

４
小
河
原
地
区
の
銀
河
農
園
前
が
バ

ス
路
線
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
歩
行

者
の
通
行
が
厳
し
い
。
側
溝
に
蓋

を
か
け
て
ほ
し
い
。

５
市
営
球
場
に
照
明
施
設
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

６
新
県
道
が
整
備
さ
れ
れ
ば
中
学
校

前
の
道
路
の
通
行
量
が
増
す
、
し

か
も
、
大
型
の
バ
ス
が
通
行
す
る

と
思
わ
れ
る
の
で
道
路
の
拡
幅
を

お
願
い
し
た
い
。
特
に
滝
田
医
院

の
と
こ
ろ
が
狭
い
の
で
配
慮
願
い

た
い
。
ま
た
、
内
陸
と
の
交
流
道

路
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

７

に
対
す
る
現
在
の
取
り
組

I
L
C

み
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
た
。

８
民
宿
「
海
さ
ん
ぽ
」
前
の
土
地
に

つ
い
て
、
被
災
跡
地
利
用
と
い
う

こ
と
で
埋
め
立
て
中
で
あ
る
。
現

在
碁
石
地
区
振
興
協
議
会
で
は
復

興
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
「
浜
の
停
車
場
」
構

想
が
あ
る
。
配
付
の
図
面
の
よ
う

に
色
々
考
え
て
い
る
。
考
慮
願
い

た
い
。

な
ど
の
要
望
、
意
見
、
提
言
が
な

さ
れ
た
。

★
末
崎
中
学
校
運
動
会

日
時
：

月

日
（
土
）
午
前

時

9

5

8

分
～
午
前

時

分

30

11

30

場
所
：
末
崎
中
学
校
校
庭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
観
点
か
ら
縮
小
し
て
実
施
す
る
。

末
崎
地
区
公
民
館
で
は
、
再
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
文
化
祭
の
運
営
に
携
わ
る
人

々
や
ご
出
演
者
、
そ
し
て
ご
来
場
の
皆
様

の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
本
年

度
の
末
崎
町
文
化
祭
は
中
止
す
べ
き
と
考

え
、
文
化
祭
実
行
委
員
で
あ
る
各
部
門
の

代
表
者
な
ら
び
に
各
地
域
の
公
民
館
長
に

ご
意
見
を
お
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
文
化
祭
の
「
中
止
は
や
む

を
得
な
い
」
と
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
令
和

年
度
末
崎
町

2

文
化
祭
は
中
止
」
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
出
展
、
出
演
を
予
定
し
ご
準

備
さ
れ
て
お
ら
れ
た
皆
様
、
そ
し
て
今
年

の
秋
に
は
足
を
運
ぼ
う
と
考
え
て
お
ら
れ

た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

復
興
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
市
政
懇
談
会
が

月

日
、
ふ
る
さ
と

7

30

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
末
崎
町

の
方
々
も

人
程
参
加
し
要
望
・
提
言
を

30

し
た
。

大
船
渡
市
は
、平
成

年
度
に
策
定
し
た
「
大

23

船
渡
市
総
合
計
画
」
は
令
和

年
度
が
最
終

2

年
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
懇
談
会

 

末崎町の石碑・祠・神社(36)
念仏供養塔について ～ その 3

(5) 中吉丸の乗組員 6人の内、3人は末崎出身
末崎出身の 3 人は、3 人とも西舘周辺の人で、その中に清吉と

いう人がいて、その人は小細浦から西舘に養子に入った人でした。
この念仏七百萬遍の石碑の下部に、念仏講中の氏名があり、そ

の中に「清吉の母」と彫られている。
この石碑は清吉の実家の母が、中吉丸が小友を出港してから、

すでに４ヵ月が経過しているので、息子はすでに亡くなっている
ものと諦めて、小細浦の念仏講中と共に、念仏を七百万遍もあげ
て成仏を願い、供養したものと思われる。この石碑を建てた後、
間もなく清吉が無事に銚子港に帰ったことが知らされるのであ
る。
末崎出身の乗組員は、清吉の他に徳松(篤松)と三蔵で、その後

三人とも長寿をまっとうしている。

石碑の下方に彫られている念仏講中の名前。上段の左から 5
番目に清吉の母がある。□は、判読不明。
世話人の一乗院母は、熊野神社宮司の母

天
保
十
一
庚
子
歳

梵
字

念

仏

七

百

萬

遍

三
月
吉
祥
日

小
細
浦

念
仏
溝
中

世
話
人

一
乗
院
母

長
□

母

市
兵
衛

妻

伊
□
□
相
□

永
吉

妻

新
十
良

母

□
左
エ
門
妻

勘
四
良

母

卯
吉

母

治
助

母

五
四
良

妻

留
之
介

母

五
□
□

妻

清
吉

母

□
五
良

母

福
之
介

妻

久
三
良

妻

平
太
夫

妻

□
四
良

母

治
太
夫
□
□

□
太
良

妻

徳
四
良

妻

口

万
人
未
満
に

3

・

年
（
令
和

年
）
に
は

2
0
3
5

17

高
齢
者
を
支
え
る
状
況
が
肩
車
の

よ
う
に
一
人
で
一
人
を
支
え
る
構

造
に
な
る
。
令
和
元
年

月

日

12

31

現
在

人
、
令
和

年

3
5
8
4
9

12

に
は
、

万
人
を
切
る
見
込
み
で

3

あ
る
。

⑤
人
口
減
少
が
与
え
る
影
響

・
人
口
減
少
は
市
の
財
政
、
地
域
経

済
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
、
教
育

・
子
育
て
、
交
通
・
住
ま
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
様
々
な
分
野

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
地
域

を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
必
要
。

・
喫
緊
か
つ
最
重
要
課
題
と
し
て
、

施
策
を
総
動
員
す
る
。

⑥
大
船
渡
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
減

少
を
よ
り
緩
や
か
に
）

・
合
計
特
殊
出
生
率
を

・

か
ら

1

61

・

に
、
さ
ら
に

・

に
上
昇
。

1

8

2

1

・
年
間
転
出
入
数
均
衡
へ
。

⑦
人
口
減
少
は
す
ぐ
に
は
止
ま
ら
な

い

・
人
口
の
自
然
増
減
が
均
衡
す
る
目

安
は
合
計
特
殊
出
生
率

・

以

2

1

上
。
し
か
し
、
合
計
特
殊
出
生
率

・

を
達
成
し
て
も
、
直
ち
に

2

1

人
口
減
少
が
止
ま
る
わ
け
で
は
な

い
。
少
な
く
と
も

年
か
ら

年

80

90

か
か
る
。
故
に
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
に
は
、
長
期
に
わ

た
り
、
合
計
特
殊
出
生
率

・

を

2

1

維
持
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

３

大
船
渡
市
総
合
計
画
の
「重
点
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」令

和
元
年
度
に
策
定
し
た
第

期
大
船
渡

2

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
進
め
る
。

①
総
合
的
な
戦
略
で
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む

・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

第

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

2
合
戦
略
を
多
様
な
主
体
と
協
働
で
展

開
。

ま
ち
・ひ
と
・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
は

イ
、
大
船
渡
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
。

ロ
、
大
船
渡
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
。

ハ
、
大
船
渡
で
安
心
し
て
家
庭
を
築
き
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。

二
、
大
船
渡
で
生
涯
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
を
つ
く
る
。

末
崎
町
文
化
祭
中
止

④
モ
ノ
・
コ
ト
の
活
用
か
ら
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
開

の

点
を
挙
げ
た
。

4

２

人
口
減
少
の
「歯
止
め
」

①
人
口
減
少
が
進
む
大
船
渡
市

大
船
渡
市
の
人
口
は
減
少
し
続
け
て
い
る
、

平
成

年
と
平
成

年
を
比
較
す
る
と

2

30

1

人
減
少
（
△

・

％
）
し
て

1
2
2
2

26

7

い
る
。

・
年
少
人
口
（

歳
未
満
人
口
）

15

5
0
0

人
減
（
△

・

％
）

2

58

1

・
生
産
年
齢
人
口
（

～

歳
人
口
）

15
64

1
2
4
7

人
減
（
△

・

％
）

4

39
3

・
老
年
人
口
（

歳
以
上
人
口
）

人
増

65

6
2
5
4

（
＋

・

％
）

90

6

②
大
船
渡
市
の
人
口
動
態
の
推
移

・
自
然
減
（
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
っ
て

い
る
）

・
社
会
減
（
転
入
が
転
出
を
下
回
っ
て
い
る
）

③
大
船
渡
市
の
出
生
数
・
合
計

特
殊
出
生
率
の
推
移

・
出
生
数
は
減
少
傾
向
。
平
成

年
と
平
成

年
を
比
較
す
る

2

29

と
△

・

％
、

人
減
。

56

2

2
7
2

・
合
計
特
殊
出
生
率
は
減
少
を
続
け
、

平
成

年
に

・

を
底
に
若
干

16

1

30

増
加
。
平
成

年
以
降
は
増
加
傾

21

向
に
あ
り
、
平
成

年
は

・

、

27

1

81

平
成

年

・

、
平
成

年

28

1

63

29

1

・

と
な
っ
て
い
る
。

61
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
一
人
の

女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の
平
均

数
。

④
こ
の
ま
ま
進
む
と

年
後
に
は
人

10
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